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東北歴史博物館
及川 規

東日本大震災と東北歴史博物館
−これまでの経過と現状の取り組み−

1．はじめに
東日本大震災から8年以上が経過したが被災文

化財に関連する取り組みは様々な形で現在も継続
している。ここでは発災時から現在までの東北歴
史博物館（以下，東歴）の活動の概要を紹介する。

2．東日本大震災と東北歴史博物館
2 .1　東歴の被害

3.11の東日本大震災で，東歴も被災した。ボラ
ンティア1名が津波の犠牲となって亡くなるなど
人的被害に加え，本館では，建物（内外壁剥離・
ひび割れ多数），設備（停電，断水，ガス停止，空
調停止，最終復旧4月19日），資料（展示資料5点
破損，11点転倒）も被害を受けた。被害は離れた
ところに建つ別館（以下，浮島収蔵庫）が特に大き
かった（収蔵棚：傾斜・移動，資料：コンテナ数
百点転倒，土器等約300点破損）。しかし，いずれ
も水損被害はなかった。建物の修繕，資料の修理
などの復旧活動は，国や民間の補助事業を活用し
て実施した。
2.2　文化財レスキュー

自館の復旧作業と並行して文化庁の文化財レス
キュー事業に参加した。はじめに館蔵資料を移動
してレスキュー資料専用の保管場所の確保をした。
その後，他機関の被災資料の救出，一時保管施設
の環境調査など，さまざまな活動を行った。最も
被害が深刻な石巻文化センターの救援活動には特
に多くの職員が参加し，1,129件（点数にすれば数
万点）の資料を受け入れた。

宮城県では独自に，文化財レスキューに関係し
た県内市町村や美術館・博物館，大学が行政や組
織の枠を超えて連携する「宮城県被災文化財等保
全連絡会議（以下，連絡会議）」を設立することと
した。宮城県文化財保護課（当時，現文化財課），

宮城県美術館，仙
台市博物館，東北
大学総合学術博物
館，仙台市科学館
らが幹事機関とな
り，東歴は，代表
幹事館・事務局と
して，県内被災資
料の状況把握・情報共有，幹事会・全体会の開催，
研修会の企画・運営・講師，被災機関・被災資料
の今後の方針策定支援，返却・移送支援，最終年
の2016年度には，連絡会議の解散に向けて，残存
案件の整理と今後の方針検討，総括のための報告
書の刊行等を行った（図1）。連絡会議解散以降は，
宮城県内の水損紙資料の修復や保存環境管理の支
援を継続している。
2.3　被災文化財の展示-活用-

震災から立ち上がろうとする宮城県民活力増進
の一助とすべく，修復が完了した資料について，
随時，復興祈念の展示を開催した（表1）。

表1　東日本大震災文化財レスキュー関連展示

年度 展示名称（内容）

2013 神さま仏さまの復興−被災文化財の修復と継
承−（東日本大震災に起因する修復が完了あ
るいは文化財レスキューの対象となった仏像
等の良好な状態に復した姿等の公開）
よみがえった被災文化財－石巻市阿部家資
料－（文化財レスキューの救出資料の修復が
完了し公開）

2015 修復された被災文化財−色麻古墳群−（館蔵
の破損した土器等の修復が完了し公開）
今野家住宅の復元と修理（毀損した屋外展示
資料である今野家住宅の修復が完了し公開）

2016 修復された被災文化財－小梁川・大梁川遺
跡（館蔵の破損した土器等の修復が完了し公
開）

図1　連絡会議活動報告書
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3．現状の取り組み
3 .1　歴史的災害についての展示手法研究

東歴の研究分野（歴史，考古，民俗，建造物，
美術工芸，保存科学）横断のプロジェクトとして
実施中である。保存科学分野では，東日本大震災
の被災資料について，被災痕跡を維持したままで
の保存・展示の可
能性を検討してい
る。現在，（公益
社団法人）みらい
サポート石巻等と
共同で被災資料の
属性や保存上の問
題点について調査
中である（図2）。
3.2　水損被災資料の安定化処置

宮城県内の他機関の水損被災資料について，脱
塩，くん蒸，クリーニングなどの保全処置を実施
している（例：W町資料館管理の近世・近代の帳
簿類等）。工程の一部を表2に示した。

4．水損紙資料の保存上の問題点への対応
4 .1　異臭

津波被災資料の一部には，乾燥後に異臭を発す
るものがある。異臭は，クリーニングや安定化処
置，本格修理をする場合に作業性を著しく低下さ
せるのみならず，異臭成分そのものが当該資料自
体や周辺資料に影響を与える懸念がある。資料自
体への影響，発生原因，対応策検討の基礎データ
とするため，異臭成分の同定と文化財材質への影
響について調査している。

スニッフィングGC-MS分析法により非常に微
量な異臭成分の同定と官能評価が可能となった。
主な異臭原因物質として，アルデヒド類（アセト
アルデヒド［C2，本稿における略号。以下同じ］，
n-ブタナール［nC4］，イソブチルアルデヒド

［iC4］，ペンタナール［C5］，ヘキサナール
［C6］，ヘプタナール［C7］，オクタナール，ノ
ナナールなど8種類），ジアセチル（DA），ジメ
チルスルフィド（DMS），1,2 -ジクロロ-4 ,5 -ジ
メトキシ-ベンゼンなどを検出した。同定した異
臭成分の中から，含有量が多いアルデヒド類6種

（C2，nC4，iC4，C5，C6， C7），DA，DMS
の計8種について文化財材質（鉄，銅，密陀僧，

表2　水損紙資料の安定化処置

状態調査・記録作成 ドライクリーニング ウエットクリーニング 補修

処置を行う前に，資料の種
類や形態，材質，汚損や破
損の状態，臭気の有無等を
記録

刷毛やクリーニングスポンジ，
粉消しゴム等を用いて，資料
に付着しているカビや汚泥等
を除去

汚損がひどいもののうち，水
洗が可能な資料について実
施。水槽中で，刷毛などを用
いて汚れを除去

欠損や破れ，剝がれた部分
のある資料に対し，正麩のり
や和紙を用いて補修

図2　幼児の焼けた靴

表3　混合試薬（8種）による変質試験

材質 化学式 標準色
変質試験後＊1

色 状態

鉄 Fe − NC やや
くもり

銅 Cu − 緑黒変 樹脂状化

密陀僧 PbO 黄 灰黒変 液状化

鉛白 2PbCO3・
Pb（OH）2

白 NC NC

鉛丹 Pb3O4 明赤 黄変 樹脂状化

べんがら Fe2O3 暗赤 NC NC

朱 HgS 赤 NC NC

胡粉 CaCO3 白 NC NC

緑青 CuCO3・
Cu（OH）2

緑 青変 やや
樹脂状化

＊1　�NC=目視では変化なし 
樹脂状化=高粘性樹脂状物質生成
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鉛白，鉛丹，べんがら，朱，胡粉，緑青）への影
響を調査した。8種混合試薬を作用させた結果，
一部の材質が変質した（表3）。混合試薬で著し
い変化が認められた銅について，異臭成分単独で
の影響を検討した（表4）。銅に対する影響の度
合い（目視）は，C2 = C5 > nC4> iC4 >> DA 
> C6 > C7 > DMS　だった。ただし，これら
はきわめて高濃度下（実際の濃度の数千万倍と推
定）で行った実験の結果である。最も影響の大き
な成分の一つと推定されるC2の，筆者らのこれ
までの被災資料の調査では最大濃度は22 ppbで
あり，文化財保存上の指針値の30 ppb以下であ
ることから，実際の保管における濃度下では，異
臭成分自体が文化財材質に影響を与える可能性は
小さいと考えている。ただDAは拡散・透過性が
強く，密閉・遮蔽していても臭気は漏れ，他に付
着して黄色粘稠物となる可能性があることから，
今後この成分について調査したいと考えている。
4.2　乾燥法別・災害種類別による揮発成分の差異

水損資料の安定化処置を実施する過程で，自
然乾燥（AD）と真空凍結乾燥（FD）では処置後
の資料の状態が異なる印象を得ていたことから，
乾燥法や災害種類のちがいによる被災資料の状態
の差異について，資料からの揮発成分を尺度に検
討している。被災状況や乾燥法など各資料の概要
と，それらから揮発する各種成分の分析結果を 
表5，GC-MSスペクトルを図3に示した。

乾燥法別では，酢酸やギ酸，揮発性有機化合
物（VOC）総量（TVOC）濃度は，災害種別に
よらず，FD＞ADだった。特に洪水被災FD資

料（洪F）で多量に検出された。VOC組成の特色
を見ると，乾燥法の観点では，FDでは保持時間

（RT）が15分より短い成分が多く，比較的揮発
性の高いと推定される成分も残存していた。洪F
の場合，RTが15分以下の成分の多くは，ブタン
酸などの有機酸とそのエステル誘導体だった。災
害種別の観点では，洪水被災では酸・エステル類，
津波被災ではアルデヒド類が多いのが特徴的だっ
た。

5．一時保管施設の環境構築・管理支援
東日本大震災では，文化財施設も壊滅・損壊

したため，そこに収蔵されていた資料をはじめと
するさまざまな被災資料を一時的に保管しておく
場所の確保が必要となった。宮城県では，廃校の
利用，プレハブ収蔵庫の新設，旧文化財施設の再
活用など複数のタイプの施設を一時保管場所とし
た。東歴は，それらの保存環境調査，環境改善，
一部新設プレハブについては仕様作成などについ
て支援・協力した。

その過程で，タイプごとの収蔵環境の特性や運
営上の留意点等が明らかになってきた（表6）。
5.1　廃校利用型

収蔵量は大きいが，気密性は低い。温湿度の
変動は光（日射）に大きく依存する。教室の窓側
部分に遮光と断熱を目的とした隔壁を設置するこ
とで温湿度の安定性は格段に向上する。しかし外
気の状況によっては除湿器稼働が必要な場合があ
る。除湿器は湿度設定が可能なものを選び，除湿
器稼働中，満水で停止すると湿度が急激に上昇
する場合があるため，連続排水ができる措置（排
水ドレンの設置など）が望ましい。一般に施設が
大きく，開口部が多いため，虫の侵入リスクが大
きいが，目張りやこまめな清掃等，適切な運営に
より大きく改善できる。なお重量物の保管の際
には，耐荷重に留意が必要である（特に上層階）。
また上層階への資料の移動に給食用エレベーター
を利用できるなど学校特有の設備が利用できる場
合がある。
5.2　プレハブ型

一般に収蔵量は小さく，気密性や温湿度の安定
性，虫菌害リスクは，プレハブの質（仕様，設備，

表4　異臭試薬単独による銅の変質試験

異臭試薬 地金部 生成物

C2 褐変 緑色

nC4 褐変 青緑色

iC4 黒褐変 青緑色

C5 黒褐変 黒青緑色

C6 やや黄赤褐変 微量（緑色）

C7 やや黄変 微量（緑色）

DA やや赤褐変 微量（樹脂状膜）

DMS やや黄変 ほぼ変化なし
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施工）や運営体制（エアコンや除湿器の稼働の有
無）に著しく依存する。保存環境の良否の差が非
常に大きい。
5.3　旧文化財収蔵施設再活用型

収蔵量は大きく，一般に気密性も高いが老朽
化により隙間が増え，虫の侵入・カビ発生リスク
が高まっている場合がある。運営体制の中に適切
な生物被害防除システムを組み込むことが重要で
ある。木質系内装材を用いた収蔵エリアでは，高

湿化しており，除湿器の稼働が必要な場合がある
が，変動幅は小さく安定しているのが特徴的であ
る。使用に際しては，耐震性や建物強度，雨漏り
等の補修箇所を確認し，維持コストを念頭に置い
た修繕計画，運用計画が必要である。

6．おわりに
東日本大震災以降の東歴の活動の概略をまと

めた。津波被災資料の保存対策を目的に始めた

表5　災害種別・乾燥法の異なる被災紙資料からの揮発成分

資料番号（略号） 1（津A） 2（津F） 3（洪A） 4（洪F）

資
料
の
概
要

災害種別＊1 津波 津波 洪水 洪水

救出時の状況（時期） 被災1年後 被災1年後 被災10日後 被災10日後

（場所） 建物軒下から救出 建物軒下から救出 民家屋内から救出 民家屋内から救出

（状態） 湿りを含んだ状態 湿りを含んだ状態 衣装ケース中で浸水 衣装ケース中で浸水

（腐敗） 腐敗進行 腐敗進行 腐敗進行 腐敗進行

（臭気） 臭気わずか 臭気わずか 臭気甚大 臭気甚大

（その他） − − 現場で簡易水洗 現場で簡易水洗

乾燥処置までの保管法 密封，冷凍 密封，冷凍 密封，冷凍 密封，冷凍

乾燥法＊2 AD（常温，3年） FD AD（常温，25日） FD

分析時重量（g） 87.5 216.4 89.5 99.7

定
量
値

酢酸 273 1255 1052 120045

ギ酸 26 138 90 43909

アンモニア 26.8 13.6 471.9 23.4

TVOC＊4 1231 25548 7577 85638

＊1　津波=東日本大震災，洪水=平成27年9月関東・東北豪雨
＊2　AD=自然乾燥，FD=真空凍結乾燥（凍結-40℃/2時間，乾燥40℃/26時間）　
＊3　単位μg/m3　＊4　ヘキサデカン換算値（μg/m3）　 

＊
3

（a）津波/自然乾燥系（AD）

（c）津波/真空凍結乾燥系（FD）

図3　乾燥法・災害種別の異なる被災紙資料のGC-MSスペクトル

（b）洪水/自然乾燥系（AD）

（d）洪水/真空凍結乾燥系（FD）
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が，検討対象が広がり，通常の資料保存へ活用
できる取り組みもある。その一つが，被災資料
一時保管施設の環境対策を目的とした「できるだ
け空調等を使わない『低エネルギー・低コストの
収蔵環境構築』」である。これは旧文化財施設の
再活用型の調査の過程で，木質系内装材を用いた
収蔵庫は，高湿ではあるが変動は小さく，また数
年間除湿を継続すると，年を経るごとに除湿量が
減少して適湿化し，その後しばらくは除湿不要に
なる可能性が示唆されたこと（図4）から展開し
ているもので，もしこれが内装材自体の性質によ
り実現し，かつ数年間その状態を維持できるとす
れば，内装材をうまく循環させることにより空間

全体の適湿化が行えるのではないかと考え検討し
ているものである。現在全国的にも大きな問題に
なっている「収蔵空間の逼迫化」対策の一助にな
ればと考えている。

東日本大震災の負の経験を，通常の文化財保存
への活用という前向きの取り組みに転換できるよ
う活動を継続したい。

ご支援いただいた皆さまに心から感謝申し上
げます。

（本稿は，2018年10月9日に開催された第38回文
化財防虫防菌処理実務講習会で使用した資料の一
部を改稿したものである）

表6　タイプ別収蔵庫の特性比較

タイプ 廃校利用型 プレハブ型 旧文化財施設再活用型

例 IM小学校，KT小学校等 Wk町収蔵庫，Ms町収蔵庫等 M町資料館，T資料館

収蔵量 大 小 大

気密性 換気率を重視しているため，低い。 プレハブの質（仕様，施工）に著しく
依存する。

一般に高いが老朽化により，隙間
が増えている場合がある。

温湿度 変動は光（日光）に大きく依存する。
隔壁等を設置すると温湿度の安定
性は格段に向上する。
除湿器が必要な場合がある。除湿
器は，湿度設定が可能なものを選
び，連続排水ができる措置（排水ド
レンの設置など）が望ましい。

プレハブの質に著しく依存する。エ
アコンや除湿器の稼働など運用体
制によっても安定性は大きく異な
る。除湿器の留意点は廃校利用
型と同じ。

木質系内装材を用いた収蔵エリア
では，温湿度の変動は小さいが，高
湿化している場合が多い。季節に
よっては除湿器を稼働する必要が
ある。除湿器の留意点は廃校利用
型と同じ。

虫菌害 一般に施設が大きく，開口部が多
いため，虫の侵入リスクが大きいが，
目張りやこまめな清掃等，適切な運
営により大きく改善できる。

気密性や温湿度の安定性が良好
であれば，リスクはかなり低下する。
そうでない場合は，逆に非常に高く
なる。プレハブの質と運営体制に
著しく依存する。

高湿化や隙間の増大により，虫の
侵入・カビ発生リスクが高まってい
る場合がある。運営体制の中に生
物被害防除システムを組み込むこと
が重要。

その他 重量物の保管について，耐荷重に
留意が必要（特に上層階）。
資料の移動に給食用エレベーター
を利用できる場合あり。

プレハブごとに保存環境の良否の
差が非常に大きい。プレハブの質

（コストにも連動）と運営体制に大
きく依存する。

耐震性や建物強度，雨漏り等の補
修箇所などについて確認が必要。
長期的な使用に際しては，維持コスト
を念頭に置いた運用計画が重要。

図4　�継続除湿（6年間夏季［6-9月］稼働）実施前後の湿度：上段=実施前2009年8月，下段=実施後2018年8月（当年は除湿
器非稼働）


